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rシミ｣の蝕寮と､｢ス｡フ｣､和紙､｢モスリン｣との関係

山 [1] 保 滑

∫

緒 IF 苗

rシミーぼ和雷の寄曲として,石碑注意せられて属たことは,周知の事茸であるO鷹が､羅紗

や｢モスI)y｣の如き宅植物の融蝕ひ鼓で､rシミ｣の加番によるかの如く､-･肢には,翠-られ

て慮るむきが､鼎常あるやに聞かされて居るO-而して叉､雫織物や木輔の代用としての rス･

フ｣は､宅棒物のよふに､曲に促されないから､,よいなど 嘗ゝほれて居たのも､蓬まだ数年静

のことであるO然るに､rス.フ一躍粥い上に､鼻の被賓も相常多いと云ふことを､之迄度 聞々

かされた｡我が園に於けるトス･フ｣の寄盛として､余が今までに見開した綴類は､rヒメマルカ

ツヲブJAシJの劫戯(4)と,｢コホロギ｣や｢イナゴ｣(2.4)の難であるO

而して､rシミ｣が^絹を加等する事蟹に就きての濁逸の報償(1)は､錬紡から之を離課して

鞘搬糾 して居る｡盛が家廃藩鼻として液も普通な｢シミ｣が､｢ス.･フ｣を加啓する事葦に就き､

未だ報菅せられたものを聞かないO和腎の賓良である｢シミJが同じ轄物性のrス･フ｣を､｢シ

ミ｣が加賓するであろふことは､誰外しも推測に難 くない虚であるO依って余批 別項の如

く､｢シ主｣を供鮮魚とし､｢ス･フJr､和紙 r-モス1)γ｣､q)3種を供統帥料として､試みた寛

騎虎続によると､｢シミ｣QN ス･フJCD客観として､将来相常注意を緋はなければならぬO'恐る

べき寄島であると共に､rモス1)ン｣は殆んど加啓しないことが､塵めて明瞭となった｡
～

次に余が､.昭和16年Ⅶ月よむ､伺17年◆附月に亘って､行なった､寛政観察の方法と､其概要
I

を記 し､以て､rシミ｣が革に御晋のみならや､rス･フ｣織物の保存上､如何に重要な賓舟であ

るかを明らかにし､一般の注藩を喚堪したいと鳳ふのである｡l

本文を革するに常む,春研究調査に終始助力せられたる､谷口久代､小山英子､a:)雨風 こ射

し厚く感謝の音を衆すO

賛 助 窮 Ⅰ

茸 散 期 間 昭和16年刃【月26日乃重岡17年IV月25日､｢計100日間JD

供 斡 最 適 ｢シミ｣LcpismasaccharinaLinnaeuS.の威鼻,京都韓6匹と水原｢朝鮮｣産



ー 1 6匹､計12匹使用した｡ -

供 試 飼 料 ｢オ-ル ･スフ｣無地､

和紙､｢手漉の無地｣､

｢モスリン｣､｢純毛｣､無地､水洗せるもの｡

以上の3種を便宜4.5｢センチメートル｣角に切って使用した｡

飼 育 容 器 ｢ペ トリシャーレ｣内径 7

｢センチメートル｣､深さ

3｢センチメー トル｣のも

のを使用した｡

飼 育 定 温 器 堂坂式新案電気低温晒竃

_No.5340.●

温 度 30co.定温､

飼育容器 1個の中に､｢スフ｣､和紙､｢モス

1)./｣､を各 1枚づ 計ゝ 3枚入れ､｢シミ｣を 1;

枚に付 1世⊆の割合で､計 3匹放飼 し､同株の

2.5

｢ス･フ｣を加昔しっ あゝる｢ミ/ミ｣
もの､京都産｢シミ｣を供試畠としたもの 2組､

■水原産 ｢シミ｣を供試轟としたもの 2組､造っ

て､各10日日毎に､ 9時より12時迄の間に観察

して､各Jk｢シミ｣のために蝕害された状況を記

録 し､蝕零された供試併科は､其際取換へると

共に､之等の｢シミ｣が､10日間に蝕零 した面積

を測定して記録 した｡蝕薯面積測定0)方汝とし

ては､方眼紙を用ひ､蝕著された面積が､方眼

紙 1 ｢ミ1)メ- トル｣角に相常する時に､之を

lとして計算 し,全敗零面積が､幾何程に首るか

を測ったのである｡而 して､｢ス･フ｣､和紙,｢モ

スリン｣､3種の､飼育容詐円に於ける重さね方

の順序は､観察の都度､上､下それぞれ異なる

よふにして置いたが,賢陰の結果によれば,重 ｢ジミ｣に加晋された上敷の橡｢ス･フ｣.
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さね方の如何は､蝕客面積に昼､伸 二記録す

る緒の影響がなかった｡

以上の賛験成績によると､京都産｢シミJの

10O開 削こ於ける蝕啓両横の組計は,｢記録節

Ⅰ衆Jrス･フ｣39A7.和批105.58.｢モス11ンILTl･

oo水原産｢シミ｣は,｢ころ･フJ778.60,和釈ll,

｢モスリン｣､0｡となる｡

常 数 r第 ⅠⅠ

l

驚 除 期 間 昭和17年Ⅵ月25日乃至同

年Ⅷ月3日,｢計100日間｣｡
敬

俳 訊 屈 曲 寛験第Ⅰと同株 なれど

も､本質随では､京都産

｢シミJの威鹿9世､水原

産｢シミ｣の戚抱 9臥 計

18匹使用した｡

供 訳 解 料 資験第Ⅰに同じO

飼 育 容 器 同

飼 育 望 京大農撃部屋鹿畢研究蔓

や内,.略怯嘱望同様の装置

を施 した､自然温度の宝

で飼育した｡

温 度 二重挽､1週間奄自記湿度

計にて記録｡

寛陵第 Ⅰと同株の供試轟3組蔑む､供訳餌

料 3笹の重さね方を､それぞれ達へて竃いて､

自然渦度の塁で飼育し､各10日日露に翫孝察記

録 した 成疎『記錬第Ⅰ表』によると､ 京都産〈己~

｢シミ｣の100日間に於ける蝕啓両横の組計は,
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シミ(東邦及び水原動 の:i,OCl定温飼育に於ける蝕害に闇する記録

(昭和1叫ミjar月乃=-I･;昭和117年相月調教)

I

記 録 第 Ⅰ 表
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C>四 且~40 10_45 0.0 ･6匹 trl5.10 ･().ll ･0.0

9 〟 請.00 0,00 0.0 I,/ A.3.40 0.0 0.0

小計 6匹 4.80 0.00 0.0 6四 99.70 0.0 0.0

rJtLC 0.00 d1.50 0.0 (iTZZk. Gr).00 0.0 0.0

雪ミ(京都及び水原産)の自然楓度固執 こ於ける蝕掛 こ朋する記録ヽ

(昭和17咋1V月T3重 昭和17年Ⅷ月調査) b,

配 線一節 井 衷
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小計 9一歩 9.00 0.ユ0 0.0 7匹 . 註乳00 0.0 0.0 叫 08



加

シミ(涼郁及び水原産)の自然租度飼育に於ける蝕害に闘する記録

(昭和17年Ⅳ月乃至 昭和17年Ⅷ月調査)

言己 鉄 筋 招 表

苛スー) ン 空;'V.匪 準 恒 ー-
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･..o;o ･0.0 1,(〕0 0.0Q十;o ･0.0 1,(〕0 0.0Q十



.31

0.ら 0,0

-0_0. 0.0
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昭和17年Ⅷ.ユ主節 ､Ⅸ固 ､_//nJ.デイ ユ23 1/)･/I 0.0 ユ匹 ll.90 .31.05:jO.74'30.1'329.日Iq99.Lq630.ll30.6030.0981.0731.18

0.90

･わ.o

-昭和17年Ⅶ.9At節Ⅹ固. //'Ⅶ1.3 ･ir'望･Ii+1/I// 0.40 ユ四 46.00 .81.3931.9082.063g.4539.6282.1889.1831.Lq189.03㌢1.36

0.円0.I

0.0

｢ス･フ｣101.70.和紙30.97.rモスt)ンJ,0.10｡水原慮｢シミ｣は,資験期間唱に於て､共蝕ひ

叉妹､英他の番激によって,柴死せるものあるが.｢ス･フ｣471･78･和紙､61･00｢モス7)./｣､0･

40を数へられる｡

賓 騎 第･ⅠH
l

寛 除 瑚 問 質晩節Ⅱに同じ｡

横 試 毘 鹿 茸験欝Ⅰと同様なれども､本寛験では,京都塵｢シミ｣3堪､水原塵｢シミJ

31JJi,計 6-班使用したO

横 訊 別 科 賓敵軍Ⅰに同じ.

飼 育 容 器 同

飼 育 桑 茸駄第正に同じo

湿 度 同1

嘗験算Ⅰと同株の横紙蝕を使用したが､本音験では､供試餌料､｢ス･フ｣.和紙､｢モス1)ンJ.

各 1枚づ ､ゝ別 の々客舘に入れ 各JQ供試鵡 1匹を放飼 して､自然粗度の豊で飼育し.10日轟

に観察取扱した威萌｢記録第m衣_忙よると､京都産｢シミ｣の100日間に於ける蝕哲両積の紙計

略､｢ス･フJ1.20.和紙11.60.｢モス1)yJ､010O 水原産rシミ｣按､賛助期間の終わ放くに於

て､和紙と｢帝スワン｣の供拭魂が､事故のため宛死せるが､r久,フ｣116.90..和紙2.50.rをス

リ,/｣､0･0｡を激へることが出奔るO
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概 括 と結 論

以上の鷺娘威鏡によって明らかな如く､ ｢モス1)ン｣披棲めて徴敦の蝕寄痕跡を印したのみ

で､管用館値を損する程の被啓を兇ざるに反し､｢ス･フ｣は相常の蝕啓を認められ,矧 こ水庶

塵｢シミ｣払 3驚飴を通じて､｢ス･ア｣を極めて大魚に蝕寄せる窃鷺は､注意を繋する新であ

ると共に､京都産｢かも｣は,3驚験の維脅威鏡から見ると､｢ス･フ｣よむも和紀私 共分多轡

蝕寄した結果となって屠るO政事饗は､供託轟として使用した,京都産｢シミ｣と,永原産 ｢タ

ミ｣の,年齢の相速によるものか､或は叉,東栄同一位と考へら肪て居た,之等丙麓の間に､
ド

分類寮的に多少とも考慮すべき､鮎を滞示する習性の硯はれによるものかは､今後に雄された

研究鷹目として､再調査の上､報せの横倉を得たいと思って居るO

要するに,此驚翰舘兼に基づいて考察すると,､｢シミ｣は和紙絞首ふまでもなく､｢ス･フ｣を

相雷加客する凄蜜が極めて明らかであ匂､｢をス13㌢｣の加審披,殆んと考慮の賓なきまでに､
■

徹泉であることが明瞭であるO此魔で配して遷たいことは､余が争奪上京の節､東京家政専門

を数枚教授,新井林子氏から､攻の棟な話を伺ったC『新井氏の桝へ千葉の某所から蓬ら射して来た,
被服の裾過しが､酸 く蝕にやられて居るので､入って新た緒の中巻操まして調べて見ると,実

車に練たくさんの｢シミ｣が居て､亀の巌は11匹も兇箇らなかった.そふして被賓.7)裾過しは､

｢が フ｣と｢をスリン｣の交織であっ享とのことである､(那 托17年y月28日儀)逮､此凄鷺から

推測すると､｢ス･7｣が被啓の原因となって居たものと考察されるO被尊の衣服が､梅戊衣垂

研究家の手に入ったために､斯ふしたことを確かめられたのである｡樽は叉､｢ス . ブ Jで縁取
られた､盛や上敷の練が､｢シミ｣に加脊きれることと､余が行った驚随練糸とを､封潤して,～

甚だ興味ある審鷲であるこ圭を額づかされたo i

現在､代用必常晶として､液も多く-股に使周されて居るrス･フ｣が,質の頭豹､上に､薮に

｢シミJによって､斯程までに加賓されては,重く二題の魚櫓となるわけであるor:シミ｣紘何虚

の家庭にも繁殖して居るO赦って､菓馨は晋ふに及ぼ東,一腰毅感に於ては､雅雄,篭絡物保

存に注意したと同棲に､今後練.｢ス･フJに潜 しても,種別の注意を沸ひ､放て､資源保持に

務むることこを､青 々の嚢務であると晦へるO

文 廠

i. 線淵紡績株式倉穂 恐るべき人絹の被替,｢昭和13年｣1938.



班

2. 山 田 保 治 rス･フ｣の蝕蝕ひ､

防蝕料革第三紀32-33貫｢昭和14年J1939･

3. 同

4. 同

○

｢ネ･フJの逸事に就て､

被服第十一食第四貌22エ26頁｢昭和15年｣1940･

鏑 間 後 記

防蝕科畢第四朗54頁｢昭和15年｣1940･

｢終り｣


